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小笠原諸島世界自然遺産登録１０周年 島内企画報告 

■パンフレットの作成【小笠原村】 

・目的：小笠原の自然遺産の価値と遺産管理のための取組に関す

る普及啓発に用いるため。 

・方法：島内関係者はじめとした村民や有識者、過去の行政関係

者23組31名へのヒアリングと当時の資料提供依頼を実

施（Ｒ２年度の遺産に関する村民意見交換会を個別のヒ

アリングに替えることで、村民意見等の把握に努めた。） 

・時期：令和２年度中にヒアリング、令和３年４月に編集、６月

頃に完成、全戸配布。 

・構成：小笠原の自然遺産に関わってきた人たちへのインタビュ

ー形式で１年ごとにまとめて、10年間を振り返る。 

・表題：小笠原諸島世界自然遺産 登録から 10年の軌跡 

「進化と変化を続ける島々の自然と暮らしを紡ぐヒトビト」 

■世界自然遺産に関する村民意向の把握【小笠原村】 

・目的：村民が遺産に関して肌で感じていることを広く把握し、遺産に関する取組を今後も進めてい

く際の参考とする。平成27年時の同調査との意向の変化を検証する。 

・方法：全戸配布（世帯向け：39 問）と学校配布（小 5・6 年向け：2 問、中高生向け：27 問）に    

よるアンケート調査 

・時期：令和３年６～７月 

・内容：自然環境の利用頻度、遺産への希望と期待、遺産と生活、取組の認知度、村民と行政の連携、

小笠原の生き物：Oganimals人気投票（トップ 10はノベルティ写真に採用） 

・結果：世帯の 34.5%（494／1,433世帯）、小学 5～6年生59名、中高生120名から回答 

    詳細は H.P.に掲載 https://www.vill.ogasawara.tokyo.jp/kankyo/kankyo_keihatsu/ 

■ノベルティの作成（写真＆写真立て）【小笠原村】 

・目的：小笠原の遺産価値の礎となっている生き物を

魅力的な写真とともに紹介することで、遺産

を身近に感じてもらうため。併せて小笠原の

外来樹木を活用した写真立てをセットに 

することで取組の普及啓発も図る。 

・方法：全戸配布 

・時期：令和３年 12月頃 

・内容：小笠原の生き物トップ 10 の写真カードとア

カギ・リュウキュウマツで作成した写真立て 

・分量：紙部分：180×110㎜の両面フルカラー12枚 

木部分：180×38×13㎜ 

 

資料４－２ 

https://www.vill.ogasawara.tokyo.jp/kankyo/kankyo_keihatsu/
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【構成一覧】                           ◎：フォトコン入選作品 
表面（写真） 裏面（カレンダー・紹介文） 表面（写真） 裏面（カレンダー・紹介文） 

趣旨・風景写真◎ １月 環境課長挨拶 ヒメツバキ◎ ７月 和田美保氏 

ザトウクジラ◎ ２月 辻井浩希氏 
オガサワラ 

カワラヒワ 
８月 川口大朗氏 

アカガシラ 

カラスバト◎ 
３月 おが高生 イルカ◎ ９月 森恭一氏 

オガサワラ 

オオコウモリ 
４月 鈴木直子氏 アオウミガメ◎ 10月 近藤理美氏 

ハハジマメグロ◎ ５月 川上和人氏 
オガサワラ 

オカモノアラガイ◎ 
11月 庄子恭平氏 

オガサワラノスリ◎ ６月 千葉夕佳氏 
写真立てが 

できるまで 
12月 橋尾昌義氏 

 

■島内パネル展【管理機関 現地事務局】 

・目的：小笠原の自然環境、遺産価値についての展示が充実して

いる小笠原世界遺産センター、小笠原ビジターセンター

にて、それらの取組と関わる人達を紹介することで、遺

産管理のための取組への理解を促す。開館していればい

つでも来館可能なため、遺産に関する普及啓発の裾野を

広げることが期待できる（Ｒ３年度の遺産に関する村民

意見交換会を個別のヒアリングに替えることで、村民意

見等の把握に努めた。）。 

・時期：父島：令和３年11～12月 

母島：令和４年２月 11～13日 

・企画展名と趣旨 

「進化と変化を続ける島々から聞こえてくる声」 

「声のヌシ」として、遺産や自然保全に関わる「紡ぐヒト」と生き物（在来種、外来種）が登場す

る。その他、オガサワラグワの紹介展示や子ども向けのスゴロク等の体感型展示も実施する。 

父島ではビジターセンターと遺産センターでの合同企画となることから、常設展示を活用し、「知

っている人が登場するなら見に行こうかな」となることを狙い、島民も行きたくなる、両施設に来館

する仕掛けを工夫。母島では全ての展示物を村民会館に展示。 

 

・展示内容   Ｖ：ビジターセンター  Ｈ：遺産センター 

・列島から聞こえてくる声：パンフの23組と父島20組、母島10組が登場（Ｖ 聟・父  Ｈ 母） 

・年表 （Ｖ 小笠原誕生～2016年  Ｈ 常設展示の年表の右側に 2017～2021年を追加） 

・個性派Oganimals（在来種）ベスト１０（両施設５種ずつ展示） 

・黒船軍団（外来種）１０選（両施設５種ずつ展示） 

・オガグワの集い展 Ｖ（オガサワラグワの紹介、Ｒ１講演会データを活用、実物展示） 

・紡ぐヒトビトの声：意向調査結果を常設展示にＡ３サイズ×13枚を両施設にちりばめる 

・すごろく（Ｖ 都Ｒ  Ｈ 環境省作成）→ゴールしたら景品（しぶや木工製作のアカギトンボ） 

・フォトコーナー（Ｖ フォトプロップス  Ｈ 顔はめパネル） 
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【展示風景】 
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■番組制作【管理機関 現地事務局】 

・目的：小笠原の父島、母島、無人島の自然環境とそこで行わ

れている保全対策、それに関わる人達を取材し、村民

が普段見ることのできない無人島等の状況を、映像を

通して伝えることで、遺産管理のための取組への理解

を促す。映像配信であることから、外出せずに見るこ

とが可能なため、様々な人が視聴することにより、遺

産に関する普及啓発の裾野を広げることが期待でき

る。10周年が終了した後も、遺産価値や保全の取組を

島内外に紹介するためのツールとして使用する。 

・分量：30分程度×７番組 

・時期・配信方法： 

令和４年２月 20～26日に小笠原村ケーブルテレビで放送 

３月からネット配信（YouTubeチャンネル） 

URL:https://www.youtube.com/channel/UC0ccXaD05JaIXPr6AyRGOKQ  QRコード→ 

・広報：Ａ４両面で番組名と趣旨、番組表が入ったチラシを２月中旬に全戸配布 

・全体番組名：Ogasawara Bonin Discovery TV ～自然と暮らしを紡ぐヒトビト～ 

・趣旨：世界自然遺産に関連す

る人物もしくは団体に

スポットを当て、そこ

から自然環境、取組の

紹介まで話題を広げる。 

 

https://www.youtube.com/channel/UC0ccXaD05JaIXPr6AyRGOKQ
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